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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第１四半期連結
累計期間

第48期
第１四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 4,982,786 6,184,157 21,713,719

経常利益 （千円） 380,371 487,106 1,660,394

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 214,042 301,854 1,051,986

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 145,963 410,664 1,804,852

純資産額 （千円） 9,149,023 10,967,683 10,825,801

総資産額 （千円） 12,101,587 14,935,821 14,556,545

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 15.95 22.46 78.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 75.6 73.4 74.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し当第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経理上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間において当社グループは、以下のような施策を実行しました。

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

① 国内部門

当第１四半期連結累計期間においては、昨年よりスタートした第２期中期計画の柱である、「拡販体制の拡

充」と「拠点運営の標準化による合理化促進」が順調に進捗いたしました。国内経済の回復傾向による新規顧客

獲得機会の増加に対して、機会を逃すこと無くスピーディーに対応した結果、新規顧客獲得件数は取扱い事業で

ある、コーヒー、ピュアウォーター、ティーサーバーに加え、ダストコントロール、ダイオーズカバーオールな

ど、全取扱商品において期初の計画を大きく上回りました。また、既存顧客へのサービスクオリティーの標準化

とレベルアップを促進させたことにより既存顧客の解約件数も減少したため、顧客件数は過去最高を更新しまし

た。

これらの結果、売上高については、期初の計画を上回る25億94百万円（前年同四半期比10.5％増）となり、５

期連続の増収を達成し、第１四半期連結累計期間における過去最高の実績となりました。また、利益面において

は、新規顧客の増加と既存顧客の解約が減少していることから顧客への貸し出し機器の量が増加傾向にあり、そ

れに伴い、機器償却費及び消耗品費も上昇しましたが、これらの費用は将来の売上・利益の拡大に繋がる前向き

な変動費であるため、販促費の一部と捉えております。

一方で、拠点運営の標準化が順調に進捗し、固定費全般において売上比率で減少傾向にあり、その結果、当第

１四半期連結累計期間のおける営業利益は３億13百万円（前年同四半期17.2％増）となり、売上高と同様に第１

四半期連結累計期間における過去最高の実績となりました。

 

② 米国部門

米国のマクロ景気は金融緩和による影響もあって堅実な状況が続いており、全米平均失業率も当第１四半期末

時点で5.3％と前年同四半期の6.1%と比べて0.8ポイントも改善し、いわゆるリーマンショック以前の水準まで改

善しております。一方、国際的な原油価格急落に伴い、シェールオイル産業などの影響が大きいテキサス、オク

ラホマ両州では局地的な雇用環境悪化が見られています。

５月には、ペンシルバニア州マッキーズ・ロックス市のコーヒー焙煎業者からオフィスコーヒーサービス事業

部門を譲受け、ピッツバーク支店、オハイオ州コロンバス市にも小規模買収を通じてコロンバス支店を開設いた

しました。その他既存拠点もテキサス、オクラホマなどの石油産業州以外を中心に堅調に売上が推移した結果、

売上高は36億75百万円（前年同四半期比35.8％増、ドルベースでは14.3％増)となりました。

利益面ではコーヒー生豆相場下落に伴い仕入原価低減効果などあった一方で、既存拠点での売上増加を狙った

新規顧客開拓費用の増加もあり、営業利益は２億42百万円（前年同四半期比で29.2％増、ドルベースでは8.8％

増）の増益となりました。

 

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は61億84百万円（前年同四半期比24.1％増）、売上総利益

は35億38百万円（前年同四半期比21.9％増）、営業利益は４億70百万円（前年同四半期比22.0％増）、経常利益

は４億87百万円（前年同四半期比28.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億１百万円（前年同四半

期比41.0％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて３億79百万円増加の149億35百万円

となりました。これは主に「顧客関連資産」が２億12百万円、「工具、器具及び備品」が１億77百万円増加した

ことによるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて２億37百万円増加の39億68百万円となりました。これは主に「短期借入

金」が10億52百万円減少した一方で、「１年内返済予定の長期借入金」が２億64百万円、「長期借入金」が10億

52百万円増加したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べて１億41百万円増加の109億67百万円となりました。これは主に「利益剰

余金」が33百万円、「為替換算調整勘定」が１億７百万円それぞれ増加したことによるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 主要な設備の状況

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 38,640,000

計 38,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,439,142 13,439,142
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 13,439,142 13,439,142 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

　平成27年４月１日～

　平成27年６月30日
－ 13,439,142 － 1,051,135 － 1,119,484

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイオーズ(E04967)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。
 
①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

　（相互保有株式）

　普通株式

5,700

－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）
　普通株式

13,431,900
134,319 同上

単元未満株式
　普通株式

1,542
－

一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 13,439,142 － －

総株主の議決権 － 134,319 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権７個）含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（相互保有株式）

　株式会社カバーオール

ジャパン

　東京都港区浜松町

　二丁目４番１号
5,700 － 5,700 0.04

計 － 5,700 － 5,700 0.04

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、取締役及び監査役の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,557,883 2,519,727

売掛金 2,348,323 2,372,408

リース投資資産 295,285 312,241

商品及び製品 1,052,022 993,258

仕掛品 5,583 5,190

原材料及び貯蔵品 99,398 95,699

繰延税金資産 166,165 127,140

その他 322,530 309,070

貸倒引当金 △21,908 △21,100

流動資産合計 6,825,284 6,713,634

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 566,871 563,557

機械装置及び運搬具（純額） 390,640 400,826

工具、器具及び備品（純額） 1,807,813 1,985,549

レンタル資産（純額） 973,176 1,052,021

土地 692,163 693,759

建設仮勘定 40,923 44,131

有形固定資産合計 4,471,589 4,739,844

無形固定資産   

のれん 282,169 257,719

顧客関連資産 2,101,718 2,314,230

その他 54,556 49,620

無形固定資産合計 2,438,444 2,621,570

投資その他の資産   

投資有価証券 246,341 246,996

繰延税金資産 150,078 178,454

その他 444,199 454,711

投資損失引当金 △19,391 △19,391

投資その他の資産合計 821,227 860,771

固定資産合計 7,731,261 8,222,186

資産合計 14,556,545 14,935,821
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 556,373 520,880

短期借入金 ※２ 1,547,836 ※２ 494,900

1年内返済予定の長期借入金 － 264,492

未払法人税等 139,876 141,626

未払費用 383,579 388,668

賞与引当金 175,178 81,976

その他 619,153 708,615

流動負債合計 3,421,998 2,601,159

固定負債   

長期借入金 － 1,052,865

繰延税金負債 53,276 54,691

資産除去債務 35,491 35,665

その他 219,977 223,755

固定負債合計 308,745 1,366,978

負債合計 3,730,743 3,968,138

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,051,135 1,051,135

資本剰余金 1,129,434 1,129,434

利益剰余金 7,920,256 7,953,328

株主資本合計 10,100,826 10,133,898

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,698 7,788

為替換算調整勘定 718,276 825,995

その他の包括利益累計額合計 724,974 833,784

純資産合計 10,825,801 10,967,683

負債純資産合計 14,556,545 14,935,821
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 4,982,786 6,184,157

売上原価 2,081,422 2,646,109

売上総利益 2,901,363 3,538,048

販売費及び一般管理費 2,515,471 3,067,068

営業利益 385,891 470,979

営業外収益   

受取利息 18 921

受取配当金 831 769

仕入割引 6,210 5,766

為替差益 － 11,469

その他 4,548 4,410

営業外収益合計 11,608 23,337

営業外費用   

支払利息 2,485 5,857

持分法による投資損失 6,772 1,352

為替差損 7,838 －

その他 33 －

営業外費用合計 17,128 7,209

経常利益 380,371 487,106

特別利益   

固定資産売却益 2,222 2,305

特別利益合計 2,222 2,305

特別損失   

固定資産売却損 16 1,198

固定資産除却損 9,217 39

特別損失合計 9,234 1,237

税金等調整前四半期純利益 373,359 488,174

法人税、住民税及び事業税 141,073 170,190

法人税等調整額 18,243 16,129

法人税等合計 159,316 186,319

四半期純利益 214,042 301,854

親会社株主に帰属する四半期純利益 214,042 301,854
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 214,042 301,854

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △317 1,090

為替換算調整勘定 △65,247 105,992

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,513 1,726

その他の包括利益合計 △68,078 108,809

四半期包括利益 145,963 410,664

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 145,963 410,664

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企

業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連

結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変

更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた

め、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　偶発債務

　　　当社の連結子会社Daiohs U.S.A.,Inc.の取引先であるExcelso Coffee,LLC は、Daiohs U.S.A.,Inc.の依

頼によりMUFG Union Bank,N.A.が発行したスタンドバイL/Cの枠内で、在米国金融機関より借入れを行って

おります。Daiohs U.S.A.,Inc.は、Excelso Coffee,LLC の債務に係る支払い請求に対して、当該債務の支

払いを保証しており、Excelso Coffee,LLC が債務不履行に陥った場合、保証した契約に定める金銭の支払

を負うことになります。当該約定保証した金銭支払の責任の上限金額及び借入金の残高は合計は、次のとお

りであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

約定保証した金銭支払の責任の上限金額 240,340千円（2百万米ドル） 244,900千円（2百万米ドル）

借入金の残高の合計 240,340千円（2百万米ドル） 232,655千円（1百万米ドル）

 

 

 

※２　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結して

おります。これら契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

当座貸越極度額の総額 4,705,100千円 4,773,500千円

借入実行残高 1,547,836 494,900

差引額 3,157,264 4,278,600

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 259,809千円 405,686千円

のれんの償却額 36,276 29,168
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日

取締役会
普通株式 268,399 20 平成26年３月31日 平成26年６月20日 利益剰余金

 

　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日

取締役会
普通株式 268,782 20 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

 

　(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間

末後となるもの

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２） 日本 米国 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,275,380 2,707,405 4,982,786 － 4,982,786

セグメント間の内部

売上高又は振替高
72,108 － 72,108 △72,108 －

計 2,347,489 2,707,405 5,054,895 △72,108 4,982,786

セグメント利益 267,215 188,007 455,222 △69,331 385,891

　（注）１　調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。

　　　　２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２） 日本 米国 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,508,312 3,675,845 6,184,157 － 6,184,157

セグメント間の内部

売上高又は振替高
86,503 － 86,503 △86,503 －

計 2,594,815 3,675,845 6,270,661 △86,503 6,184,157

セグメント利益 313,051 242,927 555,978 △84,999 470,979

　（注）１　調整額は、セグメント間取引及び振替高の消去であります。

　　　　２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円95銭 22円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 214,042 301,854

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
214,042 301,854

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,419 13,439

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　平成27年５月15日開催の取締役会において、前期の期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（1）期末配当金の総額・・・・・・・・・・・・総額268,782千円

（2）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・20円

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成27年６月25日

（注）平成27年３月31日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月12日

株式会社ダイオーズ

取締役会　御中

 

三優監査法人
 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 古藤　智弘　　　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　浩史　　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイ

オーズの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイオーズ及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ダイオーズ(E04967)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

